
　
地
域
に
お
け
る
懸
念
等
の
整
理
及

び
そ
れ
ぞ
れ
の
対
応
の
検
討
を
行
う

た
め
に
、国
・
都
・
関
係
区
市
の
共
同
で

地
域
・
課
題
ご
と
に
Ｐ
Ｉ
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

（
P4
参
照
）

　
計
画
変
更
に
あ
た
っ
て
は
、沿
線
地

域
の
環
境
保
全
の
た
め
、環
境
へ
の
影

響
に
つ
い
て
予
測
評
価
を
行
い
必
要

な
環
境
保
全
対
策
の
検
討
を
行
い
ま

し
た
。

（
P2
参
照
）

　
東
京
外
か
く
環
状
道
路(

関
越
道
〜

東
名
高
速
間)

は
、Ｐ
Ｉ
方
式
に
よ
る
検

討
を
踏
ま
え
、平
成
19
年
4
月
6
日
に

従
来
の
高
架
方
式
か
ら
大
深
度
地
下

を
利
用
し
た
地
下
方
式
に
、都
市
計
画

を
変
更
し
ま
し
た
。

（
経
緯
に
つ
い
て
は
P3
参
照
）

﹇
事 

業 

化
﹈

地域ごとのPI

地
域
ご
と
の
Ｐ
Ｉ
を
実
施

都
市
計
画
変
更
決
定

沿
線
地
域
の
環
境
保
全

 

昭和41年  都市計画決定(高架方式)

平
成
平
成
1919
年
4
月
6
日

都
市
計
画
変
更
決
定

都
市
計
画
変
更
決
定

平
成
19
年
4
月
6
日

都
市
計
画
変
更
決
定

P 3 P 2P 4

沿
線
地
域
の
環
境
保
全
に
つ
い
て

都
市
計
画
変
更
決
定
ま
で
の
経
緯

地
域
ご
と
の
Ｐ
Ｉ
を
実
施

今
後
の
Ｐ
Ｉ
に
つ
い
て
の
ご
意
見

CONTENTS

※ＰＩとは、住民、利用者等に
情報を提供した上で、広く意見
を聴きながら検討する方式

延 長 約16km

幅 員 40～93m 道路の
区分 第2種第1級（自動車専用道路)

車線数 6車線 設 計
速 度 80km/時

構 造
形 式 地下式 3箇所

　東八道路IC（仮称）
　青梅街道IC（仮称）
　目白通りIC（仮称）

出入口 換気所

5箇所
　東名JCT（仮称）付近
　中央JCT（仮称）付近2箇所
　青梅街道IC（仮称）付近
　大泉JCT（仮称）付近

外環は、都心から約15㎞の圏域を
環状に連絡する首都圏の交通ネッ
トワークを支える延長約85㎞の道
路です。

外環とは
通常利用されない
空間が大深度地下
です。外環が計画さ
れている区間では
現段階では地下
40m以深と考えら
れます。

※大深度地下とは

計画平面図

東名東名JCTJCT換気所換気所

中央中央JCT1JCT1換気所換気所

中央中央JCT2JCT2換気所換気所

青梅街道青梅街道ICIC換気所換気所

大泉大泉JCTJCT換気所換気所

縦断面図

横断面図

(JCT・ICは仮称です)

約16ｍ 約16ｍ

内　容

◆大深度部断面図

平成19年  都市計画変更決定（地下方式）

24.1%
70代

東京外かく環状道路広報紙「外環ジャーナル」 第27号 (1)

 2007年9月

第27号



図①　換気所の位置

(JCT・ICは仮称です)

　沿線地域の環境への影響を少なくするため、外環本線部を、高架構造（嵩
上式）からトンネル構造(地下式)に変更しました。トンネル構造を採用し
たことにより、以下の環境改善効果が期待できます。
● 地上の影響範囲を極力減少
● 車からの騒音、振動等の影響を最小限に抑制
● 車からの排気ガスをトンネル内及び換気所で出来る限り処理

　本線部はトンネル構造であるため、地下水への影響や、換気所からの
影響に対する対策が必要になります。
　また、地上への連絡路が必要となるジャンクション、インターチェンジ
部では、騒音・振動などの影響に対する対策が必要になります。
　これらの外環を整備することによる環境への影響については、平成
16～17年の現地調査の結果をもとに、予測評価を行い、必要な環境保
全対策の検討を行いました。
　これらは環境影響評価法などに基づき、住民の皆さんや関係自治体な
どの意見を聴くとともに専門的立場からの内容の審査を経て、予測評価
及び環境保全対策をまとめました。

今後は、地下水の流動を確保する地下水流動保全工法や、地上部の騒音・
振動対策である環境施設帯の設置、遮音壁の設置など環境への影響に対
する保全対策について、さらに詳細に検討を進め地域の皆様の意見を聴
きながら、具体化を検討していきます。

現在は
この段階です

●トンネル構造 ●ジャンクション、インターチェンジ部に
　おける環境施設帯の設置

沿線地域の環境に配慮し、トンネル構造を採用

環境への影響について、予測評価と環境保全対策

今後、環境保全対策の具体化などを検討していきます

環 境 施 設 帯

距距距距距距離離離離離離減減減減減減衰衰衰衰衰衰
にににににによよよよよるるるるるる
減減減減減減音音音音音音効効効効効効果果果果果果

シールド工法工事のイメージ図

●環境保全対策の流れ

環境施設帯とは、良好な生活環境を保全するため、車
道端から一定幅の用地を取得し、適切な植樹帯と必
要に応じ歩道などを整備する空間。

事
　
後
　
調
　
査

環
境
保
全
対
策
の

具
体
化
・
実
施

予
測
評
価
及
び

保
全
対
策

環
境
影
響
評
価『
評
価
書
』

現
　
地
　
調
　
査

予
測
・
評
価
の｢

項
目｣

及
び

 ｢
手
法｣

の
選
定

環
境
影
響
評
価『
方
法
書
』

前橋

伊
勢
崎

鶴ヶ島
川越

練馬

高
井
戸

八
王
子相

模
湖

甲
府
昭
和

河口湖

藤岡

三芳スマート
IC

上信越自動車道

北関東自動車道

関越自動車道

中央自動車道

圏央道

嵐山小川

名古屋市南区における環境施設帯の事例

0.06ppm
0.07
0.06
0.05
0.04
0.03
0.02
0.01
     0

換気塔からの
排気ガスの影響

環境基準値

換気塔からの排気ガスの
影響は、環境基準値の数
百分の一以下です。

NO2濃度

◆防振装置に
よる環境へ
の影響低減

◆消音装置による環境への影響低減

図③ 換気所からの影響（二酸化窒素）

図② 換気所のしくみ

(ppm)

◆除じん装置による環境への影響低減

◆ジェットファンに
　よる坑口部漏れだし
　抑制

◆トンネル内の空気中の煤じ
んを除去する電気集じん機

換気所のしくみ（図②）

換気所の必要性と配置（図①）
　本線部をトンネル構造としたことから、換気所が必
要になります。これらは、各ジャンクション、インター
チェンジ部に設置（５箇所）されます。
　また、各換気所の高さは、周辺の地形や土地利用、建物
高さの状況等を踏まえて、約15～30ｍの高さになります。

◆ジェットファンによるトン
ネル内の空気の流れの助長

▼
　換気所からトンネル内の空気を外に排出し、外の空
気を給気します。排気する前に換気所に設置する除じ
ん装置により、煤じんを極力除去し、換気所の塔頂部
から上空高く吹き上げ、十分な排気上昇高さを確保し
て拡散させます。
　トンネル内には、トンネル内環境保全のため、空気
中の煤じんを除去する電気集じん機、トンネル内空気
の流れの助長及び抗口部漏れ出し抑制を図るジェット
ファンを設置します。
　また、防振装置の設置、消音装置の設置により、換気
所の供用による環境影響の低減を図ります。

換気所からの影響（図③）
　換気所から排出される二酸化窒素（NO2）と浮遊粒子
状物質（SPM）の地表付近への影響は現在の濃度と比べ
て非常に小さいものです。環境基準値と比べても数百分
の１以下となります。

▼

▼

◆ジェットファンの例
近畿自動車道（紀勢線）高田山トンネル

◆除じんの装置の例
 （神戸淡路鳴門自動車道舞子トンネル電気集
じん室（天井設置型）)

◆トンネル内の電気集じん室の例
　(神戸淡路鳴門自動車道舞子トンネル電気集じ
ん室（天井設置型）)

JB本四高速㈱

JB本四高速㈱

▼

▼ ▼

H15年 H16年 H18年
H17年 H19年

目白通り

東八道路

青梅街道

東京外かく環状道路広報紙「外環ジャーナル」 第27号 (2)



国土交通省では、今年度、高速道路ネットワークの
更なる有効活用に向け、料金社会実験を進めて
います。この一環として、ETC車を対象に、圏央道で
8月1日から実験を開始しています。

■NEXCO中日本ハイウェイガイド　TEL 0570-090333（ナビダイヤル）

■NEXCO中日本ホームページ　http://www.c-nexco.co.jp
又は TEL  052-223-0333（PHS、IP電話からお掛けになる場合）

30%割引

中央道(高井戸方面)
圏央道連続利用割引

一律300円割引

圏央道全線利用割引
1

全線利用で圏央道区間

中央道(高井戸方面)との
連続利用で

本号で紹介した資料や外環に関する
情報をホームページでご覧になれます。

▼
Ｐ
Ｉ
方
式
で
の
検
討
経
緯

前橋前橋

伊
勢
崎

伊
勢
崎

鶴ヶ島鶴ヶ島
川越川越

練馬練馬

高
井
戸

高
井
戸

八
王
子

八
王
子相

模
湖

相
模
湖

甲
府
昭
和

甲
府
昭
和

河口湖河口湖

藤岡藤岡

三芳スマート三芳スマート
ICIC

上信越自動車道上信越自動車道

北関東自動車道北関東自動車道

関越自動車道関越自動車道

中央自動車道中央自動車道

圏央道圏央道

嵐山小川嵐山小川

10
月 

「
２
年
間
の
と
り
ま
と
め
」

8
月 

「
構
想
段
階
の
議
論
の
総
括
」

6
月 

オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス

　
　 

（
以
降
1
0
6
回
）

5
月 

地
域
ご
と
の
話
し
合
い

　
　 

（
以
降
14
回
）

11
月 

国
と
東
京
都
に
最
終
提
言

8
月 

技
術
専
門
委
員
会

　
　

 

と
り
ま
と
め

6
月 

Ｐ
Ｉ
外
環
沿
線
協
議
会
が

　
　

 

発
足(

全
42
回
）

4
月 

現
計
画
を
地
下
構
造
に
変
更

　
　 

す
る
計
画
の
た
た
き
台
公
表

　
　 

地
域
説
明
会（
全
23
回
）

12
月 

東
京
環
状
道
路
有
識
者

　
　

 

委
員（
全
13
回
）

1
月 

意
見
を
聴
く
会

　
　 

（
以
降
43
回
）

地
域
Ｐ
Ｉ

6

４
月 

都
市
計
画
変
更
決
定
（
地
下
方
式
）

41年45年10年11年12年13年14年15年16年17年18年19年

▲

　
写
真
②

▲

　
写
真
⑤

▲

　
写
真
①

1
月 

Ｐ
Ｉ
外
環
沿
線
会
議

　
　

 

が
発
足（
以
降
25
回
）

　 

写
真
④

▲

1
月 

沿
線
区
市
長

　
　

 

意
見
交
換
会

　
　

 

以
降
7
回
）

　
写
真
③

▲

11
月 

大
深
度
ト
ン
ネ
ル

　
　

 

技
術
検
討
委
員
会

　
　

 

（
以
降
５
回
）

写
真
⑥

▲

H S

1
月 

東
京
外
か
く
環
状
道
路

　
　

 

の
計
画
に
関
す
る
技
術

　
　

 

専
門
委
員
会

　
　

 

（
以
降
５
回
）

詳しくは、チラシまたはホームページでご確認下さい。

※実験終了日は未定です。改めてHP等でお知らせいたします。

2

まことに恐縮ですが、駐車場がございません。
お車でのご来所はご遠慮くださるようお願い申し上げます。

※回数はH19.8時点

写真①

▲

写真②

▲

写真③

▲

写真④

▲

写真⑤

▲

写真⑥

▲

 ｢ＰＩ外環沿線会議｣発足

「大深度トンネル技術検討委員会」設置

地域住民への説明会を開催

オープンハウスでは個別の相談を対応

  沿線区市長意見交換会開催

国土交通大臣が現地を視察

3分

　
東
京
外
か
く
環
状
道
路（
関
越
道
〜
東
名

高
速
間
）は
、昭
和
41
年
の
都
市
計
画
決
定
以

来
、地
元
の
反
対
等
か
ら
、計
画
の
検
討
が
長

い
間
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
平
成
11
年
の
東
京
都
知
事
、平
成

13
年
の
国
土
交
通
大
臣
の
現
地
へ
の
視
察

を
機
に
、計
画
策
定
の
初
期
の
段
階
か
ら
広

く
意
見
を
聴
き
な
が
ら
検
討
を
進
め
る
Ｐ
Ｉ

方
式
で
検
討
を
進
め
て
来
ま
し
た
。

　
沿
線
住
民
と
話
し
合
う
た
め
Ｐ
Ｉ
外
環
沿

線
協
議
会
・
Ｐ
Ｉ
外
環
沿
線
会
議
の
開
催
や
、

地
域
の
意
見
を
聴
く
た
め
の
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ

ス
等
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
同
時
に
、有
識
者
や
専
門
家
の
委
員
会
に

お
い
て
、技
術
的
な
検
討
や
Ｐ
Ｉ
の
進
め
方

を
議
論
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、平
成
19
年
４

月
に
都
市
計
画
変
更
決
定
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

10
月 

建
設
大
臣
が「
地
元
と
話
得
る
条
件
の
整
う

　
　

 

ま
で
は
強
行
す
べ
き
で
な
い
。」旨
の
発
言

 

　
　（
い
わ
ゆ
る
凍
結
宣
言
）

3
月 

東
京
都
が
建
設
省
・
関
係
区
市
か
ら
な
る

　
　

 

「
東
京
外
か
く
環
状
道
路
と
ま
ち
づ
く
り
に

　
　

 

関
す
る
連
絡
会
議
」を
設
置

4
月 

東
京
外
か
く
環
状
道
路
に
関
す
る
地
元
団
体

　
　

 

と
の
話
し
合
い
を
開
始

3
月 

国
と
東
京
都
が「
東
京
外
か
く
環
状
道
路
に

　
　

 

関
す
る
方
針
」を
発
表

1
月 

沿
線
の
環
境
調
査
を
開
始

9
月 

国
と
東
京
都
が「
東
京
外
か
く
環
状
道
路

 

　
　
に
つ
い
て
の
考
え
方
」を
公
表

10
月 

「
計
画
概
念
図
」を
公
表

2
月 

「
環
境
へ
の
影
響
と
保
全
対
策
」を
公
表

1
月 

「
大
深
度
地
下
の
公
共
的
使
用
に
関
す
る
特
別

　
　 

措
置
法
」に
基
づ
く
事
業
間
調
整
を
実
施

3
月 

東
京
都
都
市
計
画
審
議
会
で
原
案
通
り
議
決

7
月 

都
市
計
画
決
定（
高
架
方
式
）

10
月 

東
京
都
知
事
が
武
蔵
野
市
、練
馬
区
の
現
地

　
　

 

を
視
察

7
月 

「
環
境
影
響
評
価
方
法
書
」を
公
告

1
月 

国
土
交
通
大
臣
が
三
鷹
市
、武
蔵
野
市
の

　
　

 

現
地
を
視
察 

6
月 

「
都
市
計
画
案
・
環
境
影
響
評
価
準
備
書｣

公
告

　
　

 

及
び
説
明
会
を
開
催

12
月 

東
京
都
知
事
が「
地
域
環
境
の
保
全
や
ま
ち

　
　

 

づ
く
り
の
観
点
か
ら
、自
動
車
専
用
部
の
地
下

　
　

 

化
案
を
基
本
と
し
て
計
画
の
具
体
化
に
つ
い
て

　
　

 

取
り
組
む
」こ
と
を
表
明

4
月 

現
計
画
を
地
下
構
造
に
変
更
す
る
計
画
の

　
　

 

た
た
き
台
公
表
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２
月
以
降
、今
後
検
討
す
べ
き
課
題
や
Ｐ
Ｉ
手
法
な
ど
に
つ
い
て
外

環
ジ
ャ
ー
ナ
ル
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
広
く
ご
意
見
を
聴
く
と
と
も
に

有
識
者
の
方
々
か
ら
も
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、地
域
の
特
性
や
抱
え
る
懸
念
等
を
考
慮
し
、地
域
・
課
題

ご
と
に
Ｐ
Ｉ
手
法
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

 

地
域
ご
と
の
Ｐ
Ｉ
は
、外
環
の
計
画
を
進
め
る
に
あ
た

り
、地
域
の
皆
さ
ん
の
懸
念
及
び
地
域
の
ニ
ー
ズ
や
懸
念

へ
の
対
策
の
考
え
方
に
つ
い
て
意
見
を
頂
く
た
め
に
開
催

し
ま
す
。

  

地
域
ご
と
の
Ｐ
Ｉ
で
出
さ
れ
た
意
見
を
も
と
に
、国
、都

及
び
沿
線
区
市
で
地
域
の
懸
念
な
ど
に
対
す
る
対
応
を
検

討
し
ま
す
。

　
そ
の
結
果
を
も
と
に
、さ
ら
に
地
域
の
ご
意
見
を
聴
き

な
が
ら
、具
体
的
な
対
策
を
検
討
し
、設
計
や
工
事
に
反
映

し
て
い
き
ま
す
。

目
　
的

進
め
方

※
地
域
ご
と
P
I
と
は
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
、意
見
交
換
会
、懇
談
会
等
様
々
な

手
法
の
総
称

※
P
I
と
は
、住
民
、利
用
者
等
に
情
報
を
提
供
し
た
上
で
、広
く
意
見
を
聴
き
な
が
ら
検
討
す
る

方
式

﹇
事
﹇
事 

業 

化
﹈
化
﹈

9

地域ごとの地域ごとのPIPI

各
段
階
の
具
体
的
な
対
策
を

検
討

　現在は
この段階です

地
域
の
懸
念
な
ど
の
対
応
を

検
討

　
今
後
の
Ｐ
Ｉ
の
進
め
方
に
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
反
映
す
る
た
め
に
、今
後
の
Ｐ
Ｉ
で
話
し
合
う
議
題
や
Ｐ
Ｉ
の
実
施
方
法
に
つ
い

て
、外
環
ジ
ャ
ー
ナ
ル
26
号
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、広
く
ご
意
見
を
お
聴
き
し
、１
９
５
名
の
方
々
か
ら
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

　
主
な
ご
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

　
今
後
の
Ｐ
Ｉ
の
進
め
方
に
つ
い
て
、Ｐ

Ｉ
に
詳
し
い
有
識
者
の
方
々
か
ら
も
ご
意

見
を
頂
き
ま
し
た
。

・
地
域
ご
と
の
Ｐ
Ｉ
で
は
、
こ
れ
ま
で
十

分
に
議
論
が
で
き
て
い
な
い
周
辺
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
議
論
す
る
必

要
が
あ
る
。

・
地
域
ご
と
の
Ｐ
Ｉ
は
複
数
の
地
域
で
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
、
地
元
区
市
の
積

極
的
な
協
力
が
欠
か
せ
な
い
。

・
工
事
中
や
供
用
後
も
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

実
施
し
て
い
く
べ
き
で
あ
り
、
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
地
域
ご

と
の
Ｐ
Ｉ
で
議
論
し
て
い
く
の
も
良
い

の
で
は
な
い
か
。

・
多
様
な
関
係
者
が
様
々
な
考
え
を
お
持

ち
な
の
だ
か
ら
、
議
論
の
場
は
必
要
に

応
じ
て
多
様
に
設
け
た
ほ
う
が
よ
い
。

・
今
後
は
論
点
を
明
確
に
し
た
上
で
、
議

論
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
地

域
ご
と
、
課
題
ご
と
に
Ｐ
Ｉ
を
設
け
る

こ
と
は
良
い
。

・
地
域
ご
と
、
課
題
ご
と
の
Ｐ
Ｉ
で
議
論

し
た
内
容
が
ど
こ
に
反
映
さ
れ
る
の
か

Ｐ
Ｉ
に
参
加
す
る
市
民
に
期
待
さ
れ
る

役
割
が
何
で
あ
る
の
か
、
前
も
っ
て
整

理
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
。

・
時
間
管
理
の
観
点
か
ら
、
今
後
の
Ｐ
Ｉ

の
プ
ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、

適
切
な
期
限
を
区
切
っ
て
議
論
を
集
中

的
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
環
境
を
整

備
す
る
べ
き
。

・
今
後
の
Ｐ
Ｉ
を
進
め
て
い
く
中
で
は
、

Ｐ
Ｉ
の
プ
ロ
セ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
機

能
も
必
要
で
は
な
い
か
。

【年代】

【居住地区】

【
石
田
東
生
教
授（
筑
波
大
学
）か
ら
の

  

ご
意
見
】

【
屋
井
鉄
雄
教
授
（
東
京
工
業
大
学

   

大
学
院
）
か
ら
の
ご
意
見
】

【
話
し
合
う
議
題
に
つ
い
て
】

「
地
域
が
分
断
さ
れ
る
と
、買
い
物
や

通
勤
が
不
便
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、

対
策
を
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。」

「
既
存
道
路
の
分
断
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
分
断
が
心
配
な
の
で
、周
辺
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
保
全
対
策
に
つ
い
て
話
し
合
い
た
い
。」

「
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
な
ど
の
構
造
物

に
よ
る
景
観
が
心
配
。デ
ザ
イ
ン
な

ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
た
い
。」

「
換
気
所
が
住
宅
地
や
緑
地
の
景
観
を
阻
害
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、景
観
対
策
や
デ
ザ
イ
ン

に
つ
い
て
話
し
合
い
た
い
。」

「
地
域
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
環
境
施
設

帯
の
使
い
方
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。」

「
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
生
活

道
路
が
抜
け
道
と
な
り
、生
活
道
路

の
安
全
が
心
配
な
の
で
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
周
り
の
交
通
対
策
に
つ
い
て
話

し
合
う
べ
き
。」

「
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
で
渋
滞
が
発
生
し

た
り
、沿
道
の
環
境
悪
化
等
が
懸
念
さ
れ
る
。」

「
ト
ン
ネ
ル
内
で
火
災
が
起
き
た
と

き
の
消
火
対
策
や
避
難
路
の
確
保
な

ど
、ト
ン
ネ
ル
の
安
全
対
策
を
議
論

し
た
い
。」

「
地
震
な
ど
の
災
害
時
の
対
策
や
安
全
に
運
転

で
き
る
よ
う
話
し
合
う
必
要
が
あ
る
。」

「
外
環
を
走
行
す
る
自
動
車
や
換
気

所
か
ら
の
排
出
ガ
ス
、騒
音
・
振
動
の

影
響
が
心
配
な
の
で
、対
策
を
話
し

合
い
た
い
。」

「
地
下
ト
ン
ネ
ル
の
整
備
に
よ
る
地
下
水
脈

の
分
断
や
、そ
れ
に
伴
う
地
盤
沈
下
が
心
配
。」

「
八
の
釜
な
ど
の
自
然
や
史
跡
を
残
し
た
い
。」

「
供
用
後
に
、想
定
外
の
影
響
が
生
じ
た
場
合

の
対
応
を
し
て
ほ
し
い
。」

「
工
事
車
両
が
地
域
に
集
中
し
渋
滞

が
発
生
し
た
り
、事
故
が
生
じ
た
り

し
た
ら
困
る
の
で
、工
事
車
両
対
策

に
つ
い
て
話
を
し
た
い
。」

「
工
事
車
両
の
排
気
ガ
ス
、騒
音
・
振
動
な
ど

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。」

「
工
事
中
に
影
響
が
生
じ
た
場
合
の
、対
策

を
検
討
し
、実
施
で
き
る
体
制
づ
く
り
が

必
要
。」そ

の
他
の
ご
意
見

　「
外
環
の
整
備
効
果
な
ど
、さ
ら
な
る
議
論
が

必
要
。」

「
用
地
、補
償
、移
転
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い

て
話
し
合
い
た
い
。」

「
外
環
ノ
２
の
必
要
性
や
東
名
以
南
の
計
画
に

関
し
て
議
論
し
た
い
。」

「
整
備
費
用
の
削
減
方
策
、早
期
完
成
の
た
め

の
方
法
を
考
え
た
い
。」

【
Ｐ
Ｉ
の
実
施
方
法
に
つ
い
て
】

「
地
域
毎
に
課
題
が
異
な
る
の
で
、

地
域
単
位
や
町
会
単
位
で
話
し
合

い
す
る
場
が
必
要
。」

「
参
加
者
同
士
で
目
的
を
共
有
化
し
た
上
で

議
論
し
た
方
が
よ
い
。」

「
期
限
を
設
け
て
時
間
管
理
を
徹
底
す
べ
き
。」

「
会
議
は
原
則
公
開
し
て
ほ
し
い
。」

「
専
門
的
な
見
地
か
ら
の
意
見
を
得
る
た
め
、

学
識
経
験
者
等
を
含
め
て
話
し
合
い
た
い
。」

「
沿
線
共
通
の
課
題
に
関
す
る
議
論
の
た
め

に
、全
地
域
合
同
に
よ
る
話
し
合
い
の
場
が

必
要
。」

「
Ｐ
Ｉ
会
議
の
位
置
づ
け
、委
員
の
選
出
方

法
な
ど
、Ｐ
Ｉ
会
議
の
あ
り
方
を
見
直
し
た

方
が
よ
い
。」

「
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
の
開
催
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
な
ど
、情

報
提
供
は
継
続
し
て
ほ
し
い
。」

「
沿
線
住
民
に
は
詳
細
な
計
画
内
容
や
検
討

状
況
に
関
す
る
正
確
な
情
報
が
伝
わ
る
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
。」

「
専
門
用
語
が
多
く
、図
面
も
わ
か
り
に
く

い
の
で
、市
民
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
く
情

報
提
供
し
て
ほ
し
い
。」

「
計
画
内
容
や
、住
民
の
意
見
と
行
政
側
の

見
解
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の
情
報
が
ほ
し

い
。」

「
Ｐ
Ｉ
を
た
だ
実
施
す
る
の
で
は

な
く
、住
民
の
意
見
が
反
映
さ
れ

る
こ
と
が
重
要
。」

「
市
民
の
意
見
の
真
意
を
し
っ
か
り
と
把
握

す
る
た
め
に
、多
様
な
手
段
で
、広
く
意
見

を
収
集
し
て
ほ
し
い
。」

平
成
19
年
4
月
6
日

都
市
計
画
変
更
決
定

東名JCT換気所

中央JCT1換気所

中央JCT2換気所

青梅街道IC換気所

大泉JCT換気所

24.1%24.1%24.1%

50代
16.9%

60代
22.1%

7070代70代

10代
0.5%

20代
0.5%
30代
5.1%

40代
11.3%

80代～
6.7%

記入なし
12.8%

総数
195名

狛江市
0.5%

練馬区
27.2%

その他
3.1%

記入なし
12.8%

杉並区
16.9%

三鷹市
11.3%

武蔵野市
5.1%

調布市
4.6%

世田谷区
18.5%

総数
195名
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